


















































































治療において、2002年にR A（R h e u m a t o i d 












以降、2013年までの10年間にT N F阻害剤 5剤、
I L -6阻害剤 1剤、T細胞副刺激モジュレーター
（C T L A - 4 製剤） 1剤の計 7剤の生物学的製剤
が上市された。2013年にはサイトカインの細胞
内シグナル伝達を標的とする低分子化合物であ




































（d i s e a s e m o d i f y i n g a n t i r h e u m a t i c d r u g s : 
D M A R D）とも呼ばれ、いわゆる抗炎症薬
（N S A I D、ステロイド薬）とは異なり、関節
破壊防止、A D L・Q O L維持を目標とする予
後改善薬である。現在、抗リウマチ薬は従来
型抗リウマチ薬（c s D M A R D）、生物学的製
剤（b D M A R D）、分子標的型抗リウマチ薬

























































































生物学的製剤は、2015年 1 月現在、T N F阻害
剤 5剤、I L -6阻害剤 1剤、T細胞副刺激モジュ













るため、M T Xの使用できない例では、M T X
との併用が規定されない IL -6阻害剤5）を第一選
択薬とする施設もある。また、M T X抵抗例に

























過剰に産生されるT N F -αを中和するポテン
シャル、と換言できる。量的には「承認され
た用法用量」、長期的には「抗製剤抗体の出来
にくさ」、「T N F -α産生細胞に対する障害活性
（CD C,A DCC）」の 3主因によってポテンシャ
ルが規定され、さらに、組織移行性（ペグ化、







動性あるいは高体重でT N F -α産生量が多い患
者に対応可能かどうかで直観的に比較できる。
ローディングドーズ、増量、投与間隔短縮がで






















ダリムマブでは必須である。さらに、T N F -α
の中和に加えて、「T N F -α産生細胞に対する

































































1 剤目がT N F阻害剤の場合、一次無効が疑
われるなら、作用機序の異なる I L -6阻害剤な
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